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②大阪府のウグイス

（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府では留鳥として一年中

観察され、大阪府内全域で

繁殖している。

④世界のウグイス
真木・大西

（日本の野鳥590）

2000年平凡社

留鳥または漂鳥として

本州以南に生息。

北海道では夏鳥。

③日本のウグイス全国鳥類繁殖分布調査（鳥類繁殖分布調査会2021年）

海岸沿い～高山

までのササや低

木が茂る場所に

生息し，藪の低

い場所に営巣す

る。

山地では個体数

が減少し，平地

では増加した場

所が多い。

①ウグイス
スズメ目ウグイス科ウグイス属

L 14㎝～16㎝

漢字名 鶯

学名 Cettia ｄiphne
英名 Japanese Bush Warbler

枚方淀川探鳥会ではウグイスは毎

月観察できる鳥。

しかも他の探鳥地では木々の中に

いて声のみで確認することが多いが、

ここ淀川河川敷では、木々や背の

高い草の天辺でさえずっいることが

多く、姿を良く観察できる。

キジが今まで見られなかった河川公園内の緑地にい

たこと、淀川本流の鳥を見ていた時、すぐ後ろの草原、

10mほどの所にヒバリが飛んできて囀り、全員でゆっく

り観察できたこと、この季節の探鳥会シンボル鳥とも

いえるオオヨシキリが、柳の木の天辺にいて長い間囀

り続けてくれたこと、ウグイス・モズなどの囀る姿を確

認できるなど、春を謳歌する鳥が次々に出てくれた。

上空を飛んだダイサギ、10羽、5羽と繁殖地へ戻る群、

冬鳥のカモは大部分が渡居しマガモ・キンクロハジロ

が2羽ずつ、オオバンは31羽も残っていた。探鳥会終

了後の枚方市駅への帰り道で、探鳥会では見なかっ

た、コムクドリ1羽を大海氏が確認されたので追加、37

種で終えることができた。

右写真 大海一智氏

Ⅱ2026年5月探鳥会結果

Ⅰ 今月の鳥 ウグイス

ウグイス 20260503 （大海一智氏）

1974-1978 1997-2002 2016-2021

オオヨシキリ ホオジロ

キジ
ヒバリ

セグロセキレイ ケリ

夏5/20～7/20

6月7日の探鳥会は雨天中止にしました。6月用に作成した資料をリメーク

し、7月探鳥会用資料にしましたので、ご了解ください。
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Ⅲ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

Ⅱ② コムクドリ 探鳥会チェックリスト（509）に、枚方淀川探鳥会での観察

結果を載せているが、これまで13年間での観察回数は5回と少なく、今回6回目の確認

になった。

コムクドリは本州

中部以北で繁殖

し、冬はフイリピン

などで移動し越冬

する夏鳥。

大阪近郊では春・

秋の渡りの季節に

観察できるが、

観察頻度はそれほど多くない。コムクドリ 2026503（大海一智氏)

夏5/20～7/20         秋7/21～11/30 冬12/1」～2月末 春3/1～5/19
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9月の暑さにめげず鳥たちは元気です。

カワセミ、コサギ・アオサギ・ダイサギなどが見

8月は夏休みで、次回は9月です

Ⅳ 次回9月6日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じようにHPの専用フォー

ムから

ダイサギ 20250907（平）
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Ⅳ 環境省 第5次レッドリスト 2026年3月17日公表 （野鳥2026年5・6月号より）
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